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神像、狛犬といった木彫像の樹種識別調査において、調査のために不可避的に得られた破片は大変小さく、徒手切片の作成
が非常に困難なものが多かった。そこで徒手切片作成が不可能である極小サンプルについては新しい方法である、世界トッ
プレベルのシンクロトロン放射光実験施設SPring-8において、微小部X線トモグラフィー（SRX-ray μCT）を用いた樹
種識別法を試みた。その結果、カヤやヒノキが多いという識別結果が得られた。今後さらに多くの神像などの木彫像の樹種
識別調査にSPring-8を適用し、さらに多くのデータの収集を行うことを目標としている。

樹種識別への
放射光の活用

プレパラートに包埋し
ない非破壊試験のため
試験後に化学成分など

の測定も可能！

放射光放射光放射光放射光μμμμＣＴＣＴＣＴＣＴ

これまでの顕微鏡観察による
樹種識別には木片から切片を
作成するという破壊を伴う作
業が含まれていた。
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滋賀県地域における神像・狛犬の樹種調査結果 課題と展望

現在、京都市松尾大社や京都府与謝野町に残存する神像およ
び狛犬の調査をষっている。ྫ定৓な結果ではあるが。ढ़খ
や঄ঀय़にਸえて、ଽい神像にॣখय़がઞ৷औれている୻も
あॉ、神社のഄఴ৓ూବ、地域৓な樹種৭උといったੴৄを
深めるためにも、継続した調査が必要であると考えられる。

松尾大社の神像ではカヤ（左）と
ケヤキ（右）が認められた。

非破壊で樹種識別が可能
となる放射光µＣＴ法を適用！


